
省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器：：：：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器省力化機器省力化機器省力化機器：：：：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称  

製品名（一般的な名称） 

UST (Ultra Steam Turbine Plant) 

製造会社名 三菱重工舶用機械エンジン株式会社 電話番号 03-6716-5341 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                              ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                              ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
マキタ-三井 MAN B&W S-ME-B 機関 
(S-ME-B 電子制御２サイクルディーゼル機関) 

製造会社名 株式会社マキタ 電話番号 087-821-5501 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 
 
MAKITA-MITSUI MAN B&W S-ME-B シリーズ主要目 

  L1 点 
 S30ME-B

9.5 

S35ME-B

9.5 

S40MC-B

9.5 

S46ME-B

8.5 

  ピストン径 D (mm) 300 350 400 460 

  ストローク S (mm) 1,328 1,550 1,770 1,932 

  ストロークボア比 S/D  4.43 4.43 4.43 4.20 

  回転数 n (rpm) 195 167 146 129 

  ピストン速度 c (m/s) 8.63 8.63 8.61 8.31 

  正味平均有効圧力 Pe (bar) 21 21 21 20 

  出力 P (kW/cyl) 640 870 1,135 1,380 

  シリンダ最高圧力 Pmax (bar) 185 185 185 170 

  燃料消費率 SFOC  (g/kWh) 176 175 174 170 
 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
 

電子制御機関は、各負荷で最適燃焼を実現できるため、機械式

制御機関と比較すると、燃料消費が 3~4 g/kWh 削減できます。

また、従来の形式に比べ、ストロークボア比を伸ばすことで、回

転数を低く設定しています。 
 搭載される船に最適な出力を選択でき

るようにレイアウトダイヤグラムを設け

ております。このゾーンに中であれば、

出力・回転数を自由に選択することがで

きます。 
 出力を下げる方向にディレートすると

燃料消費率が下がりますし、回転数を下

げる方向にディレートすることで、大口

径プロペラが採用できプロペラ効率が上

がります。 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
ダイハツギャードディーゼルシステム 

製造会社名 ダイハツディーゼル株式会社 電話番号 06-6454-2394 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 
 
・ダイハツディーゼル製 ギャードディーゼルシステム 
 
・当社は、機関前端や減速機からの動力取出しにより、発電機、ポンプの駆動が可能です。 
 
・また、低速域から高速域まで効率良く使用できる２段減速機もラインアップしております。 
 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
 
【燃料消費量の低減】 
・上記の通り、機関前端や減速機から動力を取り出すことにより、独立発電機 １台が省略 
 可能です。 
・２段減速機は、低速域から高速域まで最適な機関制御を行うことができます。 
・また、大口径プロペラ適用でのプロペラ効率向上による燃費改善、更に２段減速機 

採用による最適な効率アップを図ることができます。 
【簡単な遠隔操縦、容易な操船】 
・操作空気、電気信号によるリモートコントロールシステム採用および１ハンドルレバー 
 によるクラッチ嵌脱、前後進操作、エンジン回転制御が可能です。 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
高効率デュアルフューエルエンジン DE28DF 

製造会社名 ダイハツディーゼル株式会社 電話番号 06-6454-2394 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 
 
・ダイハツディーゼル製 デュアルフューエルエンジン DE28DF 
 
  エンジン形式  DE28DF 

  
エンジン形式 6DE28DF 8DE28DF 12DE28DF 16DE28DF 

ボア×ストローク mm 280×390 

シリンダ数   6 8 12 16

回転数 min-1 720/750 

定格出力 kWm 1,730 2,300 3,460 4,610

燃料 天然ガス、MDO、HFO 
 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
 
・ガス燃料使用により、CO2 は 23%削減を図ることができます。（NOx は 90%削減可能です。） 

100 100 100 100

77

10

0 0

CO2 NOx SO2 Particulate

MDO Natural Gas  
・更に VVT 可変動弁、吸気バイパス、ウエストゲート使用による最適マッチングにより、 
 高効率のデュアルフューエル機関を開発いたしました。 

 
 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省

力機器の場合は双方に○

を付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
環境対応型ディーゼル機関 6DE-18、6DE-23 

製造会社名 ダイハツディーゼル株式会社 電 話 番

号 
06-6454-2394 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。）

・ダイハツディーゼル製 環境対応型ディーゼル機関 
  エンジン形式  6DE-18、6DE-23 

１)発電機関 仕様 

エンジン形式 6DE-18 6DE-23 

シリンダ径 mm 185 230 

ストローク mm 280 320 

シリンダ数   6 6 

回転速度 min-1 720/750 900 720/750 900 

出力 kWm 400～680 440～850 800～1,200 1,040～1,500 

発電機出力 kWe 380～645 420～810 760～1,140 990～1,425 

２)推進機関 仕様 

エンジン形式 6DEM-18 6DEM-23 

シリンダ径 mm 185 230 

ストローク mm 280 320 

シリンダ数   6 6 

回転速度 min-1 750 900 750 900 

出力 kWm 660 825 1,200 1,470 
 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
・DE 機関は、環境対応、耐久性と信頼性、経済性、安心と安全性、取扱性を重視し、開発致しました 
・低硫黄燃料への対応、および CO2 削減のため、低燃費化とスモークレス化を実現しました。 
 【特長】 

1) 最適燃料噴射タイミング 
2) 高圧燃料噴射 
3) 最適燃焼室形状および燃料ノズル噴孔仕様 
4) 起動性、過渡応答性を考慮した最適バルブタイミング 
5) 高圧力比、高効率過給機最適マッチング 

・また、部品耐久性向上に努め、メンテナンスコストの低減を図り、低燃費、低潤滑油消費量を 
達成しました。 

・省力化のため、機関発停、保護装置の一体化と通信コミュニケーションの容易化を図りました。（オプ

ション） 
備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
低速 4 サイクル電子制御機関 

製造会社名 阪神内燃機工業㈱ 電話番号 078-923-3450 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 
 

  
通常、機関の燃料噴射はカムによるものであるので、燃料噴射のタイミングは機関負荷によらず一

定であるが、電子制御機関は燃料噴射をカムではなく油圧にて行う。またその油圧を制御する事に

より燃料噴射そのものを自由に変更する事ができる。 
また、燃料噴射に使う油は機関のシステム油とは別であり、船体付とした油圧ユニットから機関に

供給される。 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 
上記の機構により各分力で、任意の燃料噴射パターン、時期、燃料噴射ポンプストロークを設定で

きるため、ＮＯｘ排出率は規制値内に抑えつつ、部分負荷域にて燃料消費率の改善がみられる。 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（過給機の余剰動力利用） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
THS／ターボハイドロリックシステム（過給機余剰動力回収システム） 

製造会社名 三井造船株式会社 電話番号 0863-23-2487 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

THS は油圧による主機関の廃熱回収

システムです。 

以下の特長により比較的小型な船舶

にも設備の導入がし易く、CO2 削減に

貢献可能となります。 

1) 油圧ポンプ・油圧モータは電動式と

比較してコンパクトであること。 

2) 基本的に主機関に装備しており船

体側との取り合いが少ないこと。 

又、CO2 排出量を増やすことなく機関

出口の排気ガス温度を高めることも可

能となります。 

過給機付油圧ポンプ 

クランク付油圧モータ
図-1 THS 搭載主機関 

図-2 THS 運転モード 

主機関高負荷時 

（過給機余剰動力回収）

主機関低負荷時 

（過給機アシスト） 

主機関高負荷時には、過給機の

余剰動力を油圧ポンプで回収し、

その動力によりクランク軸の油圧

モータを駆動し、クランク軸の回転

をアシストします。 

主機関低負荷時には高負荷時と

は機能が逆になり、クランク軸の動

力で過給機をアシストし、補助ブロ

アの代替機能となります。 

本開発は、国土交通省「船舶からの CO2 削減

技術開発支援事業」の補助対象事業、及び一

般財団法人日本海事協会との共同研究体制

にて開発を実施しました。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器：：：：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器省力化機器省力化機器省力化機器：：：：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称  

製品名（一般的な名称） 

UEC LHS-Eco エンジン 

製造会社名 三菱重工舶用機械エンジン株式会社 電話番号 03-6716-5341 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書

技 術 要 素
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減 ②推進効率の向上

③省エネ最適制御の採用 ④余熱(廃熱)利用 ⑤機関室システムの見直し

⑥その他（ ）

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化 ⑧メンテ時の省力化

⑨メンテ回数低減 ⑩船上監視作業の陸上支援

⑪その他（ ）

機器・システムの名称

製品名（一般的な名称）

4 ストロークエンジン電子制御システム

製造会社名 ナブテスコ株式会社 電話番号 078-967-5361

機器・システムの概要（左に機器・システム等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。）

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。）

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。

コントロールバルブ（名称：Blue5）

油圧パイロット構造となっており、大流量を高速に制御で

きる。バルブ内スプール位置をセンシングしてサーボ制御

を行うことにより、精緻な流量制御を可能としている。

4 ストロークエンジンの燃料噴射制御を電子-油圧制御

で実現している（名称：Blue System）。

従来のカム駆動燃料ポンプにかわり、油圧駆動燃料ポン

プ搭載のエンジンとシステム化することにより、柔軟な

燃料噴射を実現する。

本「Blue System」は燃料ポンプ駆動用の「コントロー

ルバルブ」と、機関回転数と最適噴射タイミングを基に

バルブを駆動させる「メインコントローラ」により構成

される。
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圧
力

燃料カム噴射パターン

ブーツ型噴射パターン

燃料ポンプ駆動を電子-油圧制御化することにより、

従来の機械式制御では実現が困難であった以下の効

果が得られる。

 部分負荷において最適燃料噴射による燃費向上

 ブーツ噴射による NOx 排出量低減

また従来のカム駆動の波形も実現できるので、負荷

や運転モードにより通常噴射-ブーツ噴射の切替が

可能となっている。

燃料油

システム油

コントロールバルブ

メイン
コントローラ

Blue System

運転・設定データ

メイン
コントローラ

コントロール

バルブ
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（ 燃費低減                         ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 

二段過給システム 

製造会社名 ヤンマー株式会社 電話番号 06-6489-8069 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 
 

本機関は、既存中速機関に対してミラー度を高めた二段過給システムを適用し、主機関として求められる低速域での

性能を確保しつつ燃料消費量を低減して、環境負荷低減を図った低燃費ディーゼル機関である。 

 

   機関外観 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
 

ＮＯⅹ低減技術の一つである早閉じミラーサイクルにて、給気

弁閉時期の進角度合いを大きくする（ミラー度を高める）ことで

ＮＯｘを低減し、ＩＭＯ-ＮＯｘ２次規制値内で燃料噴射時期を 

進角させる。給気弁閉時期の進角による吸入空気量の低下を

カバーする為に、動圧二段過給システムにより一段過給以上 

の高圧給気をシリンダ内へ提供する事で、過渡応答性能維持

と燃料消費量低減を図る。 

これにより、４％の燃料消費量低減を実現。 

 

     二段過給 給排気システム 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

フライホイル側 反フライホイル側 

給排気弁開閉タイミング 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（ シリンダ油消費量低減 ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
4 ストローク機関用電子制御シリンダ注油システム 
ALS（AKASAKA Lubricating System） 

製造会社名 株式会社赤阪鐵工所 電話番号 054-685-5923 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    システム概要を示します。詳細は添付の記事を参照願います。 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
 
 

・電子制御式シリンダ注油器と注油ノズルにより無駄の無い注油が可能となり 

 従来の機械式注油器と比較してシリンダ油消費量を 30％削減することが可能です。 

 

・本システムは 4ストローク機関向けにシステムを最適化していることから 

 機関周辺への付加設備は制御盤のみであり、機械式注油器と大きく変わりません。 

 

・メンテナンスについては、特別な作業はありません。また注油器のプライミングは 

 ボタン一つで自動運転するため、従来の“手回し”は不要となります。 

 
  詳細は添付の記事を参照願います。 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

電子制御式シリンダ注油器により 

高精度の注油タイミングを実現 

独自の注油ノズルにより 

シリンダライナの均一な潤滑を実現
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−10− −11−

製 品 紹 介

4 ストローク機関搭載　電子制御式シリンダ注油システム
ALS（Akasaka Lubricating System）

1. はじめに
　ALS（Akasaka Lubricating System）は、当社4ストロー
ク機関用の電子制御式シリンダ注油システムであり、従
来の機械式注油器と比較して、シリンダ内の潤滑性・酸
中和性などが向上し、約30％の注油量低減を実現して
います。本稿では本システムの概要と取扱いについて紹
介します。

2. 搭載機関について
　本システムはAXシリーズ機関に標準装備されており、
これまでに50台の採用実績を有しています。
　ALS搭載船の運転時間約7,000時間におけるシリンダ
ライナの点検結果では、摺動面表面のホーニング加工が
残存しており、摩耗がほとんど見られない良好な状態で
あることを確認しています。

3. システム概要
　本システムはALSノズル、注油器、クランク角度検
出センサ、TOP検出センサ、制御盤で構成されています。
高圧注油のために必要な吐出圧力は注油器内部の電磁プ
ランジャのみで確保していることから、本システムでは
高圧作動油系統は必要なく、シンプルな構成となってい
ます。
　システムの動作監視機能として、注油器内部のプラン
ジャの動作時間の監視、注油器と制御盤間の通信状態の
監視、注油器への通電監視の機能を備えており、システ
ムに異常が発生した際は、これらの機能により検知しま
す。また、センサ異常や制御盤内の制御回路の損傷が発
生した場合に備えて非常注油回路を備えており、信頼性
を確保しています。

4. 取り扱いについて
　本システムは従来の機械式注油器と同じ感覚でご使用
いただけるよう、日常的な調整や整備などはほとんど必
要ないように設計されています。機関運転前後のプライ
ミングはボタン一つで自動運転しますので手回しの手間
もかかりません。またシリンダ油の供給ラインは従来と
同様ですので一般的な管理のみとなります。
　なお長期間システムの状態を良好に保つためには5年
程度を目安に状態点検を行うことが重要です。システム
状態点検についてご質問がありましたら、当社営業窓口
かサービス員にご相談ください。

5. おわりに
　原油価格上昇に伴い潤滑油の価格もますます上昇する
ことが予想されます。一方、機関の高出力化に伴う燃焼
室の負荷増大によりシリンダ注油の重要性は増していま
す。そのような中で潤滑性能を確保しつつ潤滑油消費を
抑えることのできる本システムは、運行コスト低減に大
きく寄与するものと考えております。
　今後も引き続き本システムの信頼性と機能性の向上に
取り組んで参りますので、ご指導とご支援をお願いいた
します。

技術グループ　開発設計チーム　菊地巧

図− 2　システム構成図

図− 1　開放したシリンダライナ
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省

力機器の場合は双方に○

を付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減 ②推進効率の向上 

③省エネ最適制御の採用 ④余熱(廃熱)利用 ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                              ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化 ⑧メンテ時の省力化 

⑨メンテ回数低減 ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                              ） 

機器・システムの名称  
製品名（一般的な名称） 
MTU 社製 シリーズ 2000 コモンレール燃料噴射式 

電子制御ディーゼル機関 

製 造 会 社 名 富永物産株式会社 電話番号 06-6361-3836 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。) 

 

ドイツ MTU 社は、シリーズ 2000／4000／1163／8000 を主体として、700～
10,000kW の広範囲な出力の舶用ディーゼルエンジンメーカーです。 
本シリーズ 2000 コモンレールエンジンは、8V／10V／12V／16V のラインナッ

プで、旅客船から官公庁巡視艇、取締船等に搭載されており、軽量・コンパクト・

高出力であることが特徴です。 
燃料噴射系統は、コモンレール式燃料噴射システム（電子制御）を採用し、低速

域から高速域まで低燃費を実現し、シーケンシャル過給方式、分割回路式冷却シ

ステム並びに、フルスケールの電子制御式コントロールシステムと相まって、あ

らゆる出力／回転域で低燃費・低排ガスレベルを達成しています。 
添付の「MTU 社 新型シリーズ 2000 コモンレールエンジンの紹介」を参照願

います。 
省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概略説明を右に記載して下さい。） 

  

 
 

 

シリーズ 4000 エンジンで採用されたコモンレールシステ

ムは更に改良されました。高圧燃料ポンプから供給される

圧力は最大で 137Mpa から、180Mpa へと高められ、各イン

ジェクターポンプ上部にアキュームレーターが取付けら

れました。このアキュームレーターにより、燃料ラインの

圧力変動を防ぎ、燃料の供給を安定させています。 

 

 
 
ターボチャージャーは 8V、10V には 2基、12V、16V には 3

基装備され、シーケンシャル過給方式の採用により、低回

転域では燃焼した排気ガスを１基のターボチャージャー

へ導き、高回転域になれば 2基目、3基目を作動させるこ

とにより、エンジン出力の全域に亘り、即座に力強い反応

が得られます。 
  

  

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

写真. 16V2000 コモンレール 

中央側、A バンク側、B バンク側にターボ

チャージャーが装備されています

吸気入口 

インペラ 

ターボチャージャー 

冷却清水ケーシング 

排気マニホールド 

排気出口 

１.コモンレール式燃料噴射システム（電子制御）

2. シーケンシャル過給方式 
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MTU 社 新型シリーズ 2000 コモンレールエンジンの紹介  

                     富永物産株式会社  

1. まえがき 
近年、ディーゼルエンジンは排ガスのクリーン化、低燃費化が全世界的に要求

されており、MTU 社では 1つの答えとしてコモンレール噴射装置を開発し、シリ

ーズ 4000 エンジンに採用しました。 
その後、より一層の環境性能に対する厳しい要求に備えるため、シリーズ 2000

エンジンについてもコモンレール化が必要不可欠となりました。 

MTU 社はこのコモンレール噴射

装置とシリーズ 2000 エンジンの

設計思想を融合させるため、詳細

に亘る見直しを行い、新型シリー

ズ 2000 エンジンの開発を完成さ

せました。その過程において、コ

モンレールシステムはより改良

され、ターボチャージャー、電子

制御システムも大きく進化しま

した。これにより、シリーズ 2000

エンジンはより小さく、軽く、強

力且つ環境性能にも優れた新型

シリーズ 2000 コモンレールエン

ジンへと生まれ変わりました。     写真 1 16V2000 コモンレール                

                          

2. 性能                
1）出力及び重量馬力比 
新型シリーズ2000コモンレールエンジンには8V,10V,12V,16Vがラインナップ

されており、旅客船をターゲットとした重負荷仕様の M72、警備艇及びプレジャ

ーボートをターゲットにした軽負荷仕様の M93、M94 及び長時間の稼働をターゲ

ットとした M84 があります。各仕様の最大出力を以下に示します。 

    
                  図１．エンジンタイプ別出力表 
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また、重量馬力比は軽量で、表

１に示すように10V2000M94型では 

1.88(kg/kW)を実現しています。こ

れは各シリンダの出力が増加され

たこと、広範囲に亘って軽合金が

使用されたこと、また複数の構成

部品を１つに統合したことにより

可能になりました。 

               
                表 1 10V2000M94 諸元表  

2) 環境性能 

窒素酸化物（NOx）については国際海事機関（IMO）の海洋汚染防止条約

（MARPOL73/78 条約 附属書 VI）で定められた排出ガスⅡ次規制値(7.7g/kWh 以

下)をクリアし、更に厳しいアメリカ合衆国環境保護局(EPA)で定められた第 2段

階(TireⅡ)の排出ガス規制値（NOx+HC=7.2g/kWh PM=0.2g/kWh CO=5.0 g/kWh

以下）をもクリアしています。燃料消費率は同出力帯の 12V2000M91（従来のシ

リーズ 2000 エンジン）と比較し、10V2000M94（最新型のシリーズ 2000 コモンレ

ールエンジン）では約 2%向上しています。 

  

3. 特徴 
1）コモンレール燃料噴射システム 
 シリーズ4000エンジンで採用されたコモンレールシステムは更に改良されま

した。高圧燃料ポンプから供給される圧力は最大で 137Mpa から、180Mpa へと高

められ、各インジェクターポンプ上部にアキュームレーターが取付けられまし

た。このアキュームレーターにより、燃料ラインの圧力変動を防ぎ、燃料の供

給を安定させています。 

 
 

図 2．コモンレール燃料噴射システム 

 

 

エンジンモデル 10V2000M94 

出力（kW） 1193 

全長（mm） 1600 

全幅（mm） 1135 

全高（mm） 1250 

乾燥重量（kg） 2240 

乾燥重量/出力（kg/kW） 1.88 

燃料消費率（g/kWh） 218 
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2）ターボチャージャーシステム 
ターボチャージャーは 8V、10V には 2 基、12V、16V には 3 基装備され、シー

ケンシャル過給方式の採用により、低回転域では燃焼した排気ガスを１基のタ

ーボチャージャーへ導き、高回転域になれば 2基目、3基目を作動させることに

より、エンジン出力の全域に亘り、即座に力強い反応が得られます。 

 新型シリーズ 2000コモンレールエンジンに採用された T13ターボチャージャ

ーは MTU 社により開発されました。最大エンジン回転数時、ターボチャージャ

ーの回転数は約 92000min-1、供給空気圧は 0.4Mpa まで上昇します。 

このターボチャージャーのコンプレッサーホイールは冷却水が流れるハウジン

グ内に収められており、排気配管の表面温度は SOLAS 規約で規定されている

210℃以下になるよう保たれています。また、排気マニホールドは内部で集約さ

れ、排気出口は１つとなっています。 

 

  
 
 
 

 

 
   図 3．12V2000 ターボチャージャーシステム 

 
 

また、シリンダ出口の排気マニホールド 

は排気ガスと冷却水との間に空気室を設け 

た 3重壁構造となっています。これにより、 

冷却水が奪う排気熱が低減され、そのエネ 

ルギーはタービンへ有効に利用されます。 

                  

図 4．排気マニホールド 
3）冷却清水システム 

清水熱交換器にはチタンプレートを採用しており、全ての運転条件下で効率

的に冷却を行い、腐食の防止を図っています。また、海水は清水熱交換器のみ

を冷却しており、メンテナンス性の向上を図っています。 

 

⑥排気出口 

⑤排気マニホールド 

④冷却清水ケーシング 

②インペラ 

① 吸気入口 

③ターボチャージャー 

中央側、A バンク側、B バンク側にターボ 

チャージャーが装備されています 

冷却水 

空気室 

排気ガス 
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4）電子制御システム 
   MTU 社では独自に ADEC エンジンマネージメントシステムを開発し、エンジン

と共に供給しています。このシステムはエンジン、減速機の遠隔制御システム

及び監視制御システムの機能を持っています。 

  
4. まとめ 

地球環境保護への関心の高まりにより、舶用高速機関においても環境性能に

優れたエンジンの開発が急務となっています。高い環境性能と優れた動力性能

というこの相反する性能をこれまでの蓄積された MTU 社の技術により、高い次

元で両立させたものが今回ご紹介させて頂いた新型シリーズ 2000 コモンレー

ルエンジンです。このエンジンは舶用高速機関の業界において高い支持を得て

います。 

    
図 5．エンジン各部名称 

 

1. 潤滑油冷却器           

2. 清水フィルター 

3. 潤滑油フィルター 

4. 潤滑油フィルター切替えレバー 

5. 燃料冷却器 

6. エアフィルター 

7. エンジン制御装置（ECU） 

8. 排気ターボ過給機 

9. クランクケースベント 

フィルター 

10. シリンダヘッド 

11. 清水給水口 

12. 潤滑油フィルター給油口 

13. 潤滑油レベルゲージ 

14. エンジン防振マウント 

15. 減速機への海水接続部 

16. 海水入口 

17. 海水ポンプ 

18. 潤滑油ドレン口 

19. バイブレーションダンパー 

20. 冷却清水ポンプ 

21. 清水熱交換器 

22. 海水出口 

23. 高圧燃料ポンプ 

24. 燃料供給ポンプ 

25. サーモスタットハウジング 

26. 燃料プライミングポンプ 

27. 潤滑油フィルター切替えレバー 

28. 切替え式燃料複式フィルター 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器：：：：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（減速運転の最適化） 

省力化機器省力化機器省力化機器省力化機器：：：：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称  

製品名（一般的な名称） 

VTI 過給機 

製造会社名 三菱重工舶用機械エンジン株式会社 電話番号 03-6716-5341 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器：：：：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器省力化機器省力化機器省力化機器：：：：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称  

製品名（一般的な名称） 

ハイブリッド過給機 

製造会社名 三菱重工舶用機械エンジン株式会社 電話番号 03-6716-5341 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器省エネルギー機器：：：：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（減速運転の最適化） 

省力化機器省力化機器省力化機器省力化機器：：：：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称  

製品名（一般的な名称） 

電動アシスト過給機 

製造会社名 三菱重工舶用機械エンジン株式会社 電話番号 03-6716-5341 

機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。機器・システム 調査
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 

省燃費ガバナ〈機械式エンジン用〉 
（省燃費制御のレトロフィットも可能） 

製造会社名 ナブテスコ株式会社 電話番号 078-967-5361 
機器・システムの概要（左に機器・システム等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

 

   
      コントロールユニット 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 

 

 
備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

舶用ディーゼル主機の電子ガバナは、

機械式エンジンの実回転数を安定且

つ一定に保つためのもので，回転数変

動幅が少ないにもかかわらず、敏感に

ラック位置を制御した場合、車のアク

セルを頻繁に操作した場合同様，燃費

悪化をまねく。 

Navigation Full の状態では、ガバナ

コントロールを少し鈍化させても運

転自体には問題がなく、鈍化させるこ

とにより、省燃費効果が得られる。 

省燃費制御は、コントロールユニット

内のソフトウェアで提供されるため、

新造船の電子制御化が進む今、就航船

へのレトロフィットが主流となる。 

「通常制御」では、海が荒れると、修

正動作がより多くかつ大きくなり、過

剰な燃料投入が増える。「省燃費制御」

では、範囲内の回転数変動を許容する

ことで、過剰な燃料投入が解消される。

計測精度と海象条件から大きな影響を

受けることを考慮し、60 分毎の実測デ

ータ(197 件)を比較したところ、平均

▲1.3％の省燃費効果が得られた。 

「省燃費制御」の方が、Pcomp

にバラツキが無く、T/C およ

びピストン工程が安定して運

転されるため、主機に優しい。
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省エネルギー／省力化機器・システム 調査書 

技 術 要 素 
該当要素に○。複数回答

可。省エネルギーかつ省力

機器の場合は双方に○を

付けてください。 

省エネルギー機器：①推進抵抗の低減  ②推進効率の向上  

③省エネ最適制御の採用  ④余熱(廃熱)利用  ⑤機関室システムの見直し 

⑥その他（                             ） 

省力化機器：⑦運転操作時のシンプル化  ⑧メンテ時の省力化  

⑨メンテ回数低減  ⑩船上監視作業の陸上支援 

⑪その他（                             ） 

機器・システムの名称 
製品名（一般的な名称） 
舶用エンジン始動用空気槽 

製造会社名 金澤鐵工株式会社 電話番号 （078）927-1361 
機器・システムの概要（左に機器・ｼｽﾃﾑ等がわかる写真又は概略図、右に機器の概要をご記入下さい。） 

         

≪オートドレン装置≫ 
舶用エンジン始動用空気槽に於いて、空気充填後に発生するドレンを自動的に排出します。 
通常は作業員による定期的なドレン抜き作業が必要となりますが、この作業を怠ると、 
錆や異物が始動空気に混入することとなり、主機に悪影響を及ぼします。オートドレン装置を 
装備することにより、自動的にドレンを排出することが可能となります。 

省エネ／省力化原理の説明、効果（概略図、流れ図等を左に、概要説明を右に記載してください。） 
                      

 
 
≪概略説明≫                  

始動用空気槽内に一定のドレンが溜まると     

フロートが弁を解放し、ドレンを自動的に     

排出します。これにより、作業員の        

ドレン抜き作業が不要となり、          

船内作業の省力化に貢献します。         

また、コンプレッサーの起動回数にも       

適切に対応することが可能なため、        

主機の保全にも有効です。 

備考）機器・システムのカタログがありましたら添付願います。 

ドレン排出 

コンプレッサーエアー 

始動用 

空気 
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